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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 188,589 10.3 12,797 62.4 12,415 60.0 8,179 82.0
2026年３月期中間期 170,912 5.4 7,879 204.4 7,760 262.3 4,493 746.0

(注) 包括利益 2027年３月期中間期 8,376百万円( 111.8％) 2026年３月期中間期 3,954百万円( 176.9％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 234.93 ―
2026年３月期中間期 129.06 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 307,460 152,336 49.5
2026年３月期 314,734 146,926 46.7

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 152,270百万円 2026年３月期 146,866百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 45.00 ― 85.00 130.00
2027年３月期 ― 72.00
2027年３月期(予想) ― 98.00 170.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

受注高 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 470,000 7.8 410,000 14.6 24,000 34.1 23,000 31.3 15,000 31.3 430.81

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 34,818,578株 2026年３月期 34,818,578株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 111株 2026年３月期 111株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 34,818,467株 2026年３月期中間期 34,818,492株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている将来に関する記述は、発表日現在で入手可能な情報にもとづいて作成したものであり、

実際の業績等は今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や名目賃金の増加を背景に、景気は緩やか

な回復基調で推移いたしました。一方で、物価上昇の継続に加え、中東情勢の緊迫化に伴う資源・エネルギー価

格の変動、米国の通商政策をめぐる動向や金融資本市場の変動等により、先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

建設市場においては、国土強靭化対策等により公共建設投資は底堅く、民間建設投資においても企業の設備投

資意欲に支えられ、受注環境は堅調に推移いたしました。しかしながら、建設資材価格やエネルギーコストの高

止まり、労務需給の逼迫等により、引き続き収益環境には留意が必要な状況が続いております。

また、戸建住宅市場においては、政府の住宅支援策が継続される中、住宅ローン金利は上昇傾向にあるものの、

住宅取得需要を大きく抑制する水準には至っておりません。一方で、今後の金利上昇の可能性や建設コストの高

止まり等を背景に、需要の先行きについては慎重な見方が続いております。

当中間連結会計期間の受注高は230,628百万円（前年同期比21.9％増）、売上高は188,589百万円（前年同期比

10.3％増）となりました。利益につきましては、営業利益は12,797百万円（前年同期比62.4％増）、経常利益は

12,415百万円（前年同期比60.0％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は8,179百万円（前年同期比82.0％増）

となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。セグメント利益の調

整額は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費等△3,114百万円およびその他の調整額△414百万円でありま

す。

（建築事業）

受注高は128,821百万円（前年同期比32.1％増）、完成工事高は84,481百万円（前年同期比4.7％増）となり、

セグメント利益は7,289百万円（前年同期比44.6％増）となりました。

（土木事業）

受注高は53,269百万円（前年同期比12.4％増）、完成工事高は51,009百万円（前年同期比4.3％増）となり、セ

グメント利益は3,207百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

（不動産事業）

不動産の売買および賃貸等による売上高は53,098百万円（前年同期比28.6％増）となり、セグメント利益は

5,828百万円（前年同期比114.2％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産の部）

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ7,274百万円減少し、307,460百万円となりまし

た。

その主な要因は、現金預金が14,485百万円、販売用不動産が5,141百万円、不動産事業支出金が1,465百万円、

投資有価証券が2,569百万円増加した一方、受取手形・完成工事未収入金等が31,613百万円減少したことによるも

のです。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ12,684百万円減少し、155,124百万円となりました。

その主な要因は、未成工事受入金が1,292百万円増加した一方、工事未払金が4,674百万円、短期借入金が6,000

百万円、未払法人税等が764百万円、賞与引当金が844百万円減少したことによるものです。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ5,409百万円増加し、152,336百万円となりました。

その主な要因は、親会社株主に帰属する中間純利益8,179百万円の計上と配当金の支払2,959百万円により利益

剰余金が5,220百万円、為替換算調整勘定が328百万円増加した一方、退職給付に係る調整累計額が124百万円減少

したことによるものです。

以上の結果、純資産の額から非支配株主持分を控除した自己資本の額は152,270百万円となり、自己資本比率

は、前連結会計年度末に比べ2.8ポイント増加し49.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2026年５月13日付で公表いたしました予想を修正しております。

詳細につきましては、本日（2026年11月11日）公表いたしました「業績予想および配当予想の修正に関するお

知らせ」をご覧ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 33,920 48,406

受取手形・完成工事未収入金等 127,199 95,586

販売用不動産 38,144 43,285

未成工事支出金 1,709 1,929

不動産事業支出金 40,267 41,733

未収入金 2,656 2,838

その他 2,827 3,560

貸倒引当金 △122 △89

流動資産合計 246,602 237,251

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 14,935 14,613

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,403 2,191

船舶（純額） 1,064 1,116

土地 27,754 27,764

リース資産（純額） 280 234

建設仮勘定 16 28

有形固定資産合計 46,456 45,949

無形固定資産

のれん 338 253

その他 1,076 819

無形固定資産合計 1,414 1,072

投資その他の資産

投資有価証券 9,629 12,198

繰延税金資産 8,499 8,545

その他 2,184 2,495

貸倒引当金 △52 △52

投資その他の資産合計 20,261 23,187

固定資産合計 68,132 70,209

資産合計 314,734 307,460
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 36,433 31,758

短期借入金 47,000 41,000

未払法人税等 5,383 4,618

未成工事受入金 37,901 39,194

完成工事補償引当金 581 597

賞与引当金 7,525 6,680

その他 13,191 11,052

流動負債合計 148,016 134,902

固定負債

社債 5,000 5,000

繰延税金負債 517 522

再評価に係る繰延税金負債 238 238

船舶特別修繕引当金 43 52

インセンティブ報酬引当金 58 112

退職給付に係る負債 11,528 11,929

その他 2,405 2,366

固定負債合計 19,791 20,222

負債合計 167,808 155,124

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 797 797

利益剰余金 139,364 144,585

自己株式 △0 △0

株主資本合計 145,161 150,382

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 227 207

土地再評価差額金 △1,248 △1,248

為替換算調整勘定 1,616 1,944

退職給付に係る調整累計額 1,110 986

その他の包括利益累計額合計 1,704 1,888

非支配株主持分 59 65

純資産合計 146,926 152,336

負債純資産合計 314,734 307,460
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高

完成工事高 129,613 135,490

不動産事業売上高 41,298 53,098

売上高合計 170,912 188,589

売上原価

完成工事原価 109,108 113,005

不動産事業売上原価 36,017 43,978

売上原価合計 145,126 156,984

売上総利益

完成工事総利益 20,505 22,485

不動産事業総利益 5,280 9,119

売上総利益合計 25,786 31,604

販売費及び一般管理費 17,906 18,807

営業利益 7,879 12,797

営業外収益

受取利息 12 47

受取配当金 153 18

受取保険金 5 39

その他 108 125

営業外収益合計 279 231

営業外費用

支払利息 133 314

持分法による投資損失 198 161

為替差損 8 34

その他 57 103

営業外費用合計 398 612

経常利益 7,760 12,415

特別利益

固定資産売却益 0 5

投資有価証券売却益 24 ―

その他 5 ―

特別利益合計 31 5

特別損失

固定資産売却損 ― 2

固定資産除却損 17 11

特別損失合計 17 13

税金等調整前中間純利益 7,773 12,408

法人税、住民税及び事業税 3,140 4,146

法人税等調整額 135 69

法人税等合計 3,275 4,215

中間純利益 4,497 8,192

非支配株主に帰属する中間純利益 3 12

親会社株主に帰属する中間純利益 4,493 8,179
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 4,497 8,192

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 185 △19

為替換算調整勘定 △391 168

退職給付に係る調整額 △32 △124

持分法適用会社に対する持分相当額 △303 160

その他の包括利益合計 △543 183

中間包括利益 3,954 8,376

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,950 8,363

非支配株主に係る中間包括利益 3 12
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

３．連結受注高・連結売上高の状況

項目

前第２四半期累計
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当第２四半期累計
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

受
注
高

建築事業 97,548 51.6 128,821 55.9 31,272 32.1

土木事業 47,376 25.0 53,269 23.1 5,893 12.4

建設事業計 144,925 76.6 182,091 79.0 37,166 25.6

不動産事業 44,221 23.4 48,537 21.0 4,315 9.8

計 189,147 100.0 230,628 100.0 41,481 21.9

売
上
高

建築事業 80,691 47.2 84,481 44.8 3,789 4.7

土木事業 48,922 28.6 51,009 27.0 2,087 4.3

建設事業計 129,613 75.8 135,490 71.8 5,877 4.5

不動産事業 41,298 24.2 53,098 28.2 11,799 28.6

計 170,912 100.0 188,589 100.0 17,676 10.3


